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水生生物保全環境基準設定までの流れ 

 

 

 

信頼できる毒性試験

結果があるか 

水環境中濃度が目標値を

超過しているか、あるいは

その蓋然性が高いか等。 

優先検討物質のリストアップ 

・使用状況、既存の毒性情報等 

目標値導出のため、既存毒

性試験結果を評価。 

NO 

・毒性試験を実施。 

・定期的に新規文献を検索。

Yes 

水質目標値導出 

環境基準等設定 

  →環境管理 

  ・モニタリング 

    ・排出管理 

NO 

・現時点では環境基準等へは位置づけ

ない。 

・水質目標値は、検出値の判定基準と

して活用。 

Yes 

環境中の検出状況を評価。 

（参考１４） 


